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教育課程

校長メッセージ
　本校は、本年で創立 127 年目を迎えた県内屈指の伝統校です。城下町、宿場町として栄えた上
田市の中心市街地にあり、北陸新幹線の発着駅、上田駅から徒歩10 分足らずの恵まれた立地です。
校地は歴代上田藩主の居館跡地で、正門はその居館の表門（通称「古城の門」）でした。
　平成 27 年度から５年間、SGH（スーパー・グローバル・ハイスクール）として、令和 2 年度から
４年間は、ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業のカリキュラム開
発拠点校として、文部科学省の指定を受けました。いまも、イノベーティブなグローバル・リーダー
の育成を目指し、先進的なネットワークを活かした探究的な学び、国際的な学び等を推進しています。
　生徒たちは、文武両道・自学自習の伝統の上に「いざ百難に試みむ」の心構えで、こうした最先
端の学びに加え、班活動、生徒会活動にも精力的に取り組み、真の学力を身につけていきます。
　定時制は、一人ひとりに寄り添う、丁寧できめ細やかな指導・支援を行っています。３年間で卒業
することができる３修制を導入しており、生徒たちは、自分の生活スタイルに合わせて学んでいます。

●常識や前例にとらわれず、自分の頭で考え、判断し、自らの意思で行動できる人
●強い想い・高い志を持ち、それを自分の言葉で語り、カタチにできる人
●グローバルな視野を持って新しい価値や未来を創造できる人
●社会をよりよい方向に変革し、自分の幸福とともに他の人の幸福のために尽力できる人

目指す人物像

日本一の兵 真田氏ゆかりの高校

　上田城は 1583 年、真田昌幸によって築かれ
た平城です。1600 年の関ヶ原合戦後に徳川勢に
よって破却されたため、後を継いだ真田信之は三
の丸跡に居館を構えました。これが現在、上田高
校のある場所です。その後も幕末に至るまで藩主
邸はこの地にあり、実質的な上田城本丸として機
能しました。表門・土塀・濠・土塁は上田市の文
化財に指定されています。表門は1790 年に造営
されたもので、長野県下最大規模の薬医門として
貴重な史跡です。校歌に「古城の門」とうたわれ、
生徒は毎日この門をくぐって通学しています。

沿　革
明治11年 上田変則中学校設立
明治28年 校舎を上田藩主居館跡（現在地）に移転
明治33年 長野県上田中学校となる
大正11年 校歌作成、大正13年校歌発表会
昭和23年 長野県上田松尾高等学校発足、定時制設置
昭和33年 長野県上田高等学校と改称
昭和39年 同窓会館竣工（創立60周年事業）
昭和50年 校舎全面改築工事開始
昭和52年 第2グラウンド竣工
昭和55年 正門・土塀大修理
平成12年 創立100周年記念事業挙行
平成22年 合宿所（明倫舎）完成
平成26年 SGHアソシエイト校指定

長野県21世紀塑教育モデル校指定
平成27年 スーパーグローバルハイスクール (SGH)指定
平成28年 台湾国立苗栗高級中学と姉妹校提携締結

東京外国語大学と高大連携協定締結
令和 2年 WWLカリキュラム開発拠点校指定
令和 6年 文部科学省ＤＸハイスクールに採択

単位数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1年次 体育 保健 現代の国語 言語文化 国語
研究Ⅰ 地理総合 歴史総合 数学ⅠⅡＡ 物理基礎 生物基礎 芸術 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 論理・表現Ⅰ 家庭基礎 ＧＳⅠ HR

単位数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

2
年
次

文系
体育 保健 論理国語 公共 数学Ⅱ 数学ABC

文学
探究

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 論理・
表現Ⅱ 古典探究

地理・日本史・世界史
から2科目 地学基礎 芸術

ＧＳ
Ⅱ ＧＳ情報Ⅰ

HR

理系 数学
Ⅲ 化学基礎 化学 物理・生物　選択 ※1 HR

単位数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

3
年
次

文Ⅰ

体育 論理国語 古典探究

地理・日本史・世界史・倫理・政治経済
　（４×２科目）

論
理
・
表
現
Ⅲ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

文
学
探
究

数学Ｂ・数学探究 （約20科目から3科目選択） HR

文Ⅱ （約20科目から5科目選択） HR

理Ⅰ
化学 物理・生物　選択 英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

地理探究
または

政治経済

数学ⅢＢＣ探究 ※2 HR

理Ⅱ 数学探究・数学研究 （約10科目から
3科目選択） HR

※ 1 ＝芸術または地理探究から 1 科目選択  ※ 2 ＝芸術・情報など約 10 科目から 1 科目選択

校長　栁　澤　弘　蔵



グローバルスタディI（1年全員）
　グローバル課題やローカル課題を題材として SDGs について学

びます。県内フィールドワークや国際理解ワークショップ等を通じ

て自分の研究テーマを設定し、ＩＣＴ活用能力を身につけながら、個

別最適化された学習ツールを効果的に活用し、自ら「課題を発見す

る力」を養います。

グローバルスタディⅡ（2年全員）
　SDGs に関連した自己課題の研究を進めます。生成 AI など先端技

術を積極的に活用して社会課題に向き合い、フィールドワークや台湾

研修旅行等で様々なグローバル課題の実情を見聞し、報告会で全員

が研究の成果をプレゼンテーションで発信します。

グローバルスタディⅢ（3年選択）
　2 年間の課題研究の内容をさらに深めます。実際の政策提言につ

ながるよう研究を行い、6 月に行われる北陸新幹線サミットで成果を

発表し、各地域から集まった高校生たちと研究を共有し、意見交換を

行います。

台湾研修旅行（2年全員）
　台湾と日本との間に共通する社会問題について、大学や医療機関・地元企

業などを訪問し、台湾の実情を見聞したり、意見発表を行います。また現地

高校生との交流や活気ある台北の街を散策するなど、異文化を体験します。

アカデミック・スタディツアー
　先端的研究を行っている大学や企業等への訪問を通して、専門的な研修

の機会を設けるとともに、現地学生等との学術的な交流を行う。また、事前

学習を通して学んだ内容に基づいたプレゼンテーションを行いフィード

バックを受けることで、発信力を持ったグローバル人材の育成を図る。

SDGs・スタディ ツアー
　SDGｓに関連するグローバルな社会課題について、現地を訪問し、実情を

体験的に学ぶだけでなく、その社会課題の克服を目指して、現地で活動を続

けている企業（団体）の人々との交流を通して、自ら課題解決のために具体

的に行動できる人の育成をめざす。

カンボジア井戸プロジェクト
　社会の格差を目の当たりにした生徒たちが「自分たちで行える支援のか

たち」を模索する中で立ち上げたプロジェクトです。カンボジアの上下水

道インフラが脆弱な地域の人々に井戸を贈る資金を集め、実際に現地へ赴

き井戸を建設します。

「SDGs（エスディージーズ）」とは、「Sustainable Development 
Goals（持続可能な開発目標）」の略称であり、2015 年 9 月に国連
で開かれたサミットの中で世界のリーダーによって決められた、国際
社会共通の2030年までの到達目標です。（国連 HPより）

NAGANOから世界の「いのち・健康」を
‐持続可能な社会を創るために‐

これまでの SGH から WWL での活動をさらに充実・発展させていきます

海外研修を通して課題の現状を知る
学びのフィールドは国内だけでなく世界にも

SDGs 17のゴール（上）　課題研究発表会（左下）　協働学習（右下）

マニラ首都圏スラム

アカデミック・スタディツアー

井戸を使用する家族と隊員

学校交流（台湾研修旅行）



自ら課題を発見し、考え、表現する探究的な学び
　これからの社会では、知識と技能に加え、主体性を持って多様な人々と
協働して学ぶ態度をもち、1つの解がない問題を解決するための思考力・
判断力・表現力を身につけることが求められています。
　そして、今必要な学びがここにあります。上田高校は新しい時代の学び
を実現してきました。世界を見つめ、課題を発見し、自ら考え自分の言葉
で表現する探究的な学び、それが上田高校での学びです。自ら学ぶ課題
研究、生徒主体の対話的授業など、一人ひとりの適性に応じて個別最適
化された学びを工夫します。
　上田高校は、卒業後の多様なキャリアに活きる能力・技能を伸ばすため
の授業を実現しています。

個々の生徒が納得できる進路指導を目指して
　上田高校の進路指導は、卒業後に豊かな人生を送れるように個々の考えを聞き、サポートしています。高校 3 年間の学び
や活動が次のステップに生かせるように、さまざまな可能性を示しアドバイスをすることで、納得のいく進路選択ができること
を目指しています。また、変わりゆく大学入試に向けた指導も進めています。

卒業生の声

　私は幼い頃から航空機に興味がありました。中学生の頃に
名古屋大学工学部の機械・航空宇宙工学科を知り、名古屋
大学への進学を漠然と考えていました。高 2の夏に名古屋大
学に足を運んで実際にキャンパスや学生の雰囲気を見たり、
機械・航空宇宙工学科で学べる内容について調べたりしまし
た。そこで自分の興味関心に合った学問と優れた環境に惹か
れて進学の目標として決めました。
　私は高校では男子バレーボール班に所属していました。班
活動を引退するまでは勉強時間を確保するのに苦労すること
もあり、テスト直前に試験範囲を詰め込み、テストが終われ
ばすぐに忘れるというのを繰り返していました。しかし、受験
期に入ると友達と励まし合いながら長時間の勉強にも取り組め
るようになりました。もちろん勉強漬けの毎日に嫌気がさす時
もありましたが、班活動の顧問の先生の叱咤激励を思い出し
たり、友達が頑張っている様子を見て「もう少し頑張ろう」と
思うことができました。班活動が負担になっていた時もありま
したが、今思うと人として成長できるかけがえのない時間だっ
たと思います。
　後輩の皆さん、勉強をすることももちろん重要ですが、自
分が本気になれることを探して、やり遂げることを大切にして
ください。その経験が自信になると思います。青春楽しんでく
ださい！

名古屋大学　工学部　機械・航空宇宙工学科　　久保　快翔さん

　私は高 1の時点で明確な目標はなく、なんとなく理系を選
択し、高 2で化学の授業を受けて興味を持ち、大学で化学
を学びたいと思うようになりました。
　私は高 1の時にあまり勉強をしておらず、高 2になってから
意識的にテスト勉強でない勉強を取り入れ始めました。また
高 3 前期では松尾祭の役員や班活動もあり、勉強との両立
は大変でしたが、私は隙間時間に勉強をする方が性に合って
いて、少しの空き時間で単語帳を開くことを意識づけていまし
た。班活の引退後は勉強に根を詰めすぎて体調を崩してしま
い、それ以降は食事と睡眠を大切にするようにしました。受
験は体が資本なので、睡眠や食事を必要以上に削っての勉
強は逆効果だと早めに気づけて良かったです。また私は朝の
方が集中できるタイプだったので、「夜は日付が変わるまでに
寝る」をマイルールにし、その分朝早くから勉強をしていまし
た。体を壊さない程度に次の日の自分が後悔しない勉強を毎
日積み重ねることを心がけました。自分に合った勉強を見つ
けることが何より大切だと思います。
　結局私は第一志望の大学には届きませんでしたが、高い目
標に向かって努力した経験は何にも代え難いものです。何か
に全力で打ち込んだ経験は自分の糧となり自信につながると
思います。皆さんも臆せず色々なことに挑戦して、経験を積
み重ねてください。応援しています。

京都工芸繊維大学　工芸科学部　応用化学科　　中野　莉乃杏さん

新しい時代の学びが、ここにある。

2026年度入試進路実績（一部抜粋）
大学名 合格者数

北海道大学 1（１）
東北大学 5（１）
筑波大学 4
千葉大学 2
東京大学 1（１）
東京科学大学 1（１）
横浜国立大学 5（１）
富山大学 19（２）
金沢大学 14（５）
信州大学 35（４）
名古屋大学 2
京都大学 4（２）

大学名 合格者数
大阪大学 1
九州大学 1
青山学院大学 15（３）
慶応義塾大学 10（３）
上智大学 9（１）
中央大学 17（４）
東京理科大学 17（３）
法政大学 29（７）
明治大学 31（３）
立教大学 32（12）
早稲田大学 13（７）
同志社大学 5（４）
※（　　）内は既卒生数（内数）



東大見学ツアー

台湾研修旅行 GS報告会 SDGs・スタディツアーP アカデミック・スタディツアーP 卒業式

入学式
上田城花見
総合試験
学習合宿(1年)

一斉考査
芸術鑑賞
北陸新幹線サミット

松尾祭
面談期間
体験入学

夏季休業
大学見学会
一斉考査

県内フィールドワーク(1年)
生徒会選挙

松尾ゼミナール

松尾祭(運動の部)
東大見学ツアー

一斉考査
台湾研修旅行

一斉考査 卒業式
スタディツアープログラム

総合試験(1・2年)
GS報告会

面談期間

松尾祭 県内フィールドワーク北陸新幹線サミット入学式

生徒会長メッセージ

上田高校の1年

　上田高校では、中学校よりもさらに自由度の高い環境の中で、自分の興味や目標にそってさまざまなこ

とに挑戦できます。授業や部活動、もちろん、生徒会活動や探究活動などでも自ら考え、挑戦し、実践す

る機会が多く一人ひとりが大きく成長できることが上田高校の魅力です。修学旅行では台湾を訪れ、異な

る文化や価値観に直接触れることができます。さらに、希望者向けの海外研修も実施されており、私自身

もカンボジアに訪れて現地での交流を通し、視野を広げる貴重な経験を得ました。

　多くの仲間と刺激を受け合いながら、新たな挑戦を重ね、上田高校で自分らしい充実した高校生活を共

に作り上げましょう。

生徒会長３年　古作　恵太さん

定時制
　定時制には70 名を超える生徒が在籍し、それぞれが目標を持って学校生活を送っています。授業や
生徒会活動、放課後のクラブ活動など、ここで仲間とともに過ごす時間は、日 の々学びを充実させ、人とし
て大きく成長する機会となっています。

　一日４時間の授業が学校生活の軸となります。各科目を基礎から学び直し、得意を伸ばし、より深い
理解や発展的な学習へと向かっていきます。

●学 習 指 導

　学習意欲が高く３年間で卒業したい生徒は、一日５時間（始業前にプラス１時間）の授業を受け３年
間で卒業に必要な単位を修得します。プラス１時間の授業にも集中して取り組んでいます。

●三 修 制

　高校生活は授業のみではありません。生徒会では松尾祭、球技大会、予餞会などイベントを主催す
る立場となり、在校生が楽しむことができるよう話し合いを重ねて行事を運営していきます。

●生徒会活動

　授業が20時 50 分に終わると、クラブ活動が始まります。下校時間まで短時間ですが、体育館では
バドミントン部や卓球部、教室ではものづくり同好会などが熱心に活動しています。

●クラブ活動

　大学・短大・専門学校への進学から、地元の企業への就職まで様々です。目標を持って学校生活
を送ることが夢の実現に繋がります。

●進 路 状 況

▲新入生歓迎会

▲授業風景

▲予餞会



https://www.nagano-c.ed.jp/ueda-hs/

班活動

　吹奏楽班は中学校からも続け

ている人がほとんどですが、高

校から楽器が変わった人も多く、

顧問の先生や講師の先生方に教

えていただきながら、自分たちで意見を出しあって自分たちの音楽を創

ろうと日々活動しています。1つのことに本気で向き合う仲間と出会える

のは班活動の大きな魅力です。悩むこともありますが、やり抜いた達成

感は何にも変えられません。勉強も班活も全力で取り組んで、充実した

日 を々送っています。私たちと一緒に音楽を楽しみ、創っていきませんか。

吹奏楽班　3 年　小宮山みち子さん

　美術班では毎日班員たちが自分の興味に

沿って活動をしています。油絵・デッサンや

彫刻、映像などの制作ができますが、班員同

士や顧問の先生との関わりも多く、様々な刺

激を得ることができます。兼班をしている人も

多く、自分に合わせた活動ができることも魅力

です。高校では大変なことが多いですが、自

分が楽しめる環境に身を置くことは、辛い時期に自分を助けてくれ

る支えとなると思います。3 年間、楽しみつつ頑張ってください。

美術班　3 年　澤田　一暁さん

　私たち陸上競技班は、日々考えながら練習に

取り組んでいます。陸上班では生徒の自主性を

重んじ考え行動しています。

そのことが自分を見つめ直す機会を増やし、競

技力の向上に繋がっていると思います。

　「走る」という行為は一見簡単そうに見えて、

とても奥が深いので考えることがすごく楽しく、

また同時に「考える力」も鍛えられます。勉強に限らず、運動に対

しても「考える」ことを大切に仲間と頑張っていきたいと思います。

陸上班　3 年　荻原　優さん

文化班
●棋道　●茶道　　●書道　●写真　●美術　●被服
●新聞　●放送　　●文芸　●CAM（漫画・アニメ・映画）
●演劇　●室内楽　●現代音楽　●混声合唱　●吹奏楽
●英語　●化学　　●天文気象　●食品科学　●クイズ
●国際問題研究　　●郷土　●競技かるた　　●ダンス

●弓道　●剣道　●柔道　●水泳　●陸上　●山岳
●硬式野球　●軟式野球　●バドミントン
●サッカー　●卓球　　　●ハンドボール
●男子硬式テニス　　　　●女子硬式テニス
●男子ソフトテニス　　　●女子ソフトテニス
●男子バレーボール　　　●女子バレーボール
●男子バスケットボール　●女子バスケットボール

運動班
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七尾高校との交流会七尾高校との交流会


